
 

 

 

 

 Ｍｇ－ＴＤ－ｓｐｌｉｔの 

  入力極点図範囲によるＮＴＥＸＯＤＦ解析結果 

 FWHM=20deg 

 

 

 

 

 

 

 

 ＯＤＦ図の半価幅を１０ｄｅｇから２０ｄｅｇに変更するとＯＤＦ密度はほぼ同一結果 

 ｒａｎｄｏｍレベルを示す密度Ｍｉｎでは、ＬａｂｏＴｅｘが荒れているに対し、 

ＭＴＥＸは安定している。 

 

 

 半価幅が１０ｄｅｇでは追随しないが２０ｄｅｇで追随する。 

 展開係数のような設定変更が可能なら半価幅１０ｄｅｇも可能と思われるが内部処理が不明 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０１月２９日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 前回、ＦＷＨＭ＝１０ｄｅｇでＬａｂｏＴｅｘ，ＭＴＥＸを比較したが、 

  

 差異が大きいので、ＦＷＨＭ＝２０ｄｅｇで比較を行う。 

 α＝０－＞９０の極点図 

  

 この極点図のα範囲を変えて比較する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



α＝０－＞９０ 

ＭＴＥＸ      ＬａｂｏＴｅｘ 

 

α＝０―＞８５ 

 

α＝－＞８０ 

 

 

 

 

 

 



α＝０―＞７５ 

 

α＝０―＞７０ 

 

α＝０―＞６５ 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸとＣＴＲの格子定数 

 

 ｃ／ａ＝１．６２３５ 

 

 


